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道
路
は
、
国
民
生
活
や
経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
最
も
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
そ

の
整
備
は
全
国
民
が
長
年
に
わ
た
り
熱
望
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

高
齢
化
、
少
子
化
が
進
展
し
て
い
る
中
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
・
都
市
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
球
規
模
で
の
環
境
問
題
に
対
処
し
、
安
全
で
安
心
で
き
る
国
土
の
実
現
を
図

る
た
め
に
は
、
高
速
道
路
を
含
む
道
路
の
整
備
は
よ
り
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
れ
ま
で
、
道
路
特
定
財
源
は
、
緊
急
か
つ
計
画
的
に
道
路
を
整
備
す
る
た
め
の
財
源
と
し

て
の
使
命
を
担
い
、
着
実
な
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

今
後
と
も
、
豊
か
な
国
民
生
活
の
基
盤
を
確
立
し
、
次
世
代
に
誇
る
こ
と
の
で
き
る
国
土
を

形
成
す
る
た
め
、
国
民
共
通
の
資
産
で
あ
る
社
会
資
本
を
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
道
路
こ
そ
、
そ
の
中
核
的
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。 

 

昨
年
末
に
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
が
示
さ
れ
、
見
直
し
の
作
業
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
道
路
整
備
に
対
す
る
国
民
の
ニ
ー
ズ
は
依
然
と
し
て
高
い
こ
と
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
道
路
整
備
の
推
進
が
強
力
に
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配

慮
を
強
く
要
望
す
る
。 

 

一
、
受
益
者
負
担
に
よ
る
合
理
的
な
制
度
で
あ
る
道
路
特
定
財
源
の
目
的
に
基
づ
き
、
必
要
な 

 
 

予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。 

一
、
道
路
特
定
財
源
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
道
路
利
用
者
や
納
税
者
で
あ
る
国
民
の
意
見
を
適 

 
 

切
に
反
映
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
、
道
路
整
備
の
将
来
ビ
ジ
ョ 

 
 

ン
を
説
明
し
、
そ
れ
に
必
要
と
な
る
額
を
提
示
す
る
こ
と
。 

一
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
や
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
り
、
ま
た
都
市
及
び
地
方
の 

 
 

活
性
化
や
経
済
活
動
の
発
展
を
支
え
る
た
め
、
大
都
市
圏
の
環
状
道
路
や
地
方
部
の
遅
れ 

 
 

た
道
路
の
整
備
等
を
計
画
的
に
推
進
し
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
国
民
の
期
待
す
る
道
路 

 
 

整
備
を
実
現
す
る
こ
と
。 

一
、
地
球
温
暖
化
、
沿
道
の
大
気
汚
染
や
騒
音
の
防
止
に
対
応
す
る
た
め
、
道
路
環
境
対
策
を 

 
 

一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
美
し
い
景
観
の
保
全
・
創
造
に
向
け
、
自
然
や
歴
史
・
文
化 

 
 

な
ど
の
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
美
し
く
味
わ
い
の
あ
る
道
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
。 

一
、
道
路
利
用
者
の
意
見
を
反
映
し
た
道
路
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

平
成
十
八
年
五
月
二
十
四
日 

全
国
道
路
利
用
者
会
議 

第
五
十
八
回
定
時
総
会 


